
1------市の人口と世帯数－－

! 11月1日現在 前月比

｜ 人口 31，662人 （＋36）

｜ 男 15，528人 (+30)

i 女 16，134人 （＋6）

｜ 世帯 8，730世帯 （＋19）
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鈴木市長無投票で

三たび市政を担当
任期満了による高萩市長選挙は11月16日告示され、

17日に立候補の届出が締め切られましたが、現市長鈴

木藤太氏のほか立候補者がなく鈴木藤太氏の無投票当

選がきまりました。

その結果、三たび市長に当選し、引き続き4年間市

政を担当することになりました。

三選された鈴木市長は、 11月27日部課長の出迎えを

受けながら登庁。 これまでの市政に対する市民の協力

に感謝をのべたあと、市政に対する決意をあらたにし

ました。
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d 高萩市市民憲章
自然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り､明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし､うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
あ
た
り
、

無
投
票
に
て
当
選
い
た
し
、
三
た
び
市

政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ひ
と
え
に
日
頃
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
賜
も
の
と
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
と
同
時
に
、
市
政
に
対
す

る
批
判
が
数
の
上
で
あ
ら
わ
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
自
ら
深
く
省
み

て
、
市
民
の
心
を
く
み
取
っ
て
参
る
べ

き
責
務
を
い
っ
そ
う
痛
感
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

高
萩
市
も
加
年
前
に
体
験
し
た
炭
砿

市
長
あ
い
さ
つ

’

ｈ
》

の
相
次
ぐ
閉
山
に
よ
る
地
域
の
後
退
現

象
か
ら
脱
却
し
、
市
民
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
の
も
と
に
、
新
し
い
産
業
文
化
都
市

と
し
て
生
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
も
と

に
お
い
て
限
ら
れ
た
地
方
自
治
体
の
権

限
と
能
力
の
中
で
、
市
民
生
活
の
安
定

と
向
上
を
図
っ
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
ゆ

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
＄
最
も
た
い
せ

つ
な
こ
と
は
、
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

緑
ゆ
た
か
な

産
業
文
化
都
市
を
め
ざ
し
て

11月27日部課長に迎えられ登庁する鈴木市長

む
べ
き
責
任
を
感
じ
ま
す
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
ぬ
図

害
館
等
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
一
一
ｌ
ズ

の
高
ま
り
に
こ
た
え
な
が
ら
整
備
を
は

か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

三
期
目
を
迎
え
、
責
任
の
重
さ
を
あ

ら
た
め
て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
初
心

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
決
意
を
新
た
に
し

て
、
与
え
ら
れ
た
使
命
に
向
か
っ
て
遇

進
し
、
ご
期
待
に
こ
た
え
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

向
寒
の
折
、
ご
自
愛
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
高

萩
市
の
発
展
と
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
の
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
あ
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た

強
い
力
を
市
の
内
外
に
向
っ
て
発
揮
し

て
ゆ
く
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
私
は
か
ね
て

か
ら
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
に
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
高
萩
市
総
合
振
興
計

画
に
基
づ
く
諸
施
策
を
い
っ
そ
う
強
力

に
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
近
代
都
市
の
基
盤
と
も
い
う

べ
き
公
共
下
水
道
等
、
長
期
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
解
決
に
ぜ
ひ
と
も
取
り
組

茨城放送「高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(S)1151.1152です。
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(2）節報たかはぎ(第225号〕

沼
田
才
介
さ
ん
（
万
歳
）

高
萩
４
７
０
（
商
業
）

第
８
回
市
民
表
彰

昭
和
調
年
よ
り
⑫
年
間
商
工
会
役
員

と
な
り
、
地
域
商
工
業
の
発
展
に
尽
力

し
た
。
そ
の
他
山
手
商
店
会
長
、
電
話

会
役
員
、
納
税
組
合
長
、
街
路
灯
組
合

長
、
老
人
会
役
員
な
ど
地
域
住
民
の
生

活
環
境
の
保
全
、
向
上
の
た
め
幅
広
い

商
工
会
役
員

（
、
）

活
動
を
な
し
現
在
も
高
齢
な
が
ら
献
身

発
展
に
尽
力
的
に
遂
行
し
て
い
る
。

会
長
、
電
話

故
柴
田
平
之
期
さ
ん

街
路
灯
組
合

石
滝
２
４
７
８
（
農
業
）

域
住
民
の
生

昭
和
羽
年
よ
り
常
設
補
助
委
員
、
常

た
め
幅
広
い
設
委
員
と
し
て
泌
年
の
永
き
に
わ
た
り

農
道
、
農
業
用
排
水
路
の
維
持
補
修
に

尽
力
し
た
。
と
く
に
石
滝
農
免
道
路
雑

備
事
業
、
石
滝
地
区
石
炭
砿
害
復
旧
事

業
に
献
身
的
に
努
力
さ
れ
、
本
市
農
業

んき
ぐ
、

土
木
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
た
。
鑿

坂
ん
井
さ

井
坂
辰
夫
さ
ん
（
氾
歳
）

、
山
、

長
照
ん
高
戸
１
８
２
（
農
業
）

市
、
さ

木
Ｊ
岡

長
期
に
わ
た
り
農
業
委
員
及
び
農
協

鈴
ん
冨
理
事
を
つ
と
め
、
こ
の
間
農
業
委
員
会

、
↑
（
」
、

長
子
ん
会
長
代
理
、
農
協
組
合
長
と
し
て
広
く

畷
難
惟
農
家
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
地
域
農
業

圭
雫
・
達
峨
の
振
興
に
寄
与
し
た
。
と
く
に
、
農
協

ん
く
男
の
合
併
に
際
し
て
は
松
岡
農
協
組
合
長

さ
理
長

田
代
の
長
と
し
て
、
組
合
員
の
総
意
を
よ
く
ま
と

摺
心
秘
訊
締
め
円
満
な
合
併
に
成
功
さ
せ
、
高
萩
市

ん
さ
さ
田
木
農
業
協
同
組
合
初
代
専
務
理
事
と
し
て

匪
蝿
癖
錐
齢
農
協
組
織
の
基
盤
の
確
立
と
発
展
の
た

銅
必
昼
轆
鍛
め
に
尽
力
さ
れ
た
。

か
さ
か
田
収
川
井
武
さ
ん
（
氾
歳
）

左
井
左
山
本

列
川
列
下
岩
島
名
１
４
０
４
（
農
業
）

前
・
後

肥
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
民
生
委
員

と
し
て
地
域
社
会
の
福
祉
増
進
に
熱
心

な
活
動
を
続
け
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、

第
８
回
市
民
表
彰
式
が
、
、
月
鵡
日

市
役
所
議
員
控
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
民
表
彰
は
、
各
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
人
々
を
表
彰
す
る
も
の
で

今
年
は
、
表
彰
５
人
、
ほ
う
賞
４
人
と
、

１
団
体
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
を

贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

二＝＝＝

社
会
福
祉
協
議
会
山
手
地
区
南
支
部
の

活
動
の
推
進
役
と
し
て
、
献
身
的
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
地
域
の
敬
老

会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
毎
年
餅
米

を
寄
贈
す
る
な
ど
、
そ
の
奉
仕
活
動
は

他
の
模
範
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
森
キ
ク
さ
ん
（
的
歳
）

下
手
綱
１
５
０
６
（
無
職
）

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
母
の
会
連

合
会
長
と
し
て
交
通
安
全
思
想
の
普
及

と
、
交
通
道
徳
の
高
揚
の
た
め
努
力
し

事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
て
い
る
。
ま
た
地
域
婦
人
団
体
連

絡
会
長
、
は
ま
な
す
生
活
学
校
学
級
長

な
ど
常
に
婦
人
の
指
導
的
立
場
に
た
っ

て
社
会
教
育
の
振
興
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
、
多
大
な
る
功
績
を
あ
げ
て
い

ブ
（
》
』

照
沼
忠
こ
さ
ん
（
弘
歳
）

春
日
町
１
の
８
（
商
業
）

多
年
に
わ
た
り
高
萩
地
区
交
通
安
全

協
会
理
事
と
し
て
活
躍
し
、
と
く
に
民

間
交
通
指
導
隊
発
足
当
初
よ
り
副
隊
長

と
し
て
隊
活
動
の
原
動
力
と
な
り
、
街

頭
立
哨
や
交
通
安
全
運
動
推
進
に
活
躍

し
、
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
し
て
い
る
。

福
田
威
さ
ん
（
弱
歳
）

東
本
町
３
の
面
（
国
鉄
職
員
）

ｎ
年
の
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
相
談

員
と
し
て
、
強
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

に
よ
り
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
力
し

〆

》

／一~、二
三
産
Ｅ
Ｅ
Ｅ
に
櫃
に
Ｅ
巨
星
菫
三
一
一
一
一
一

｜
｜
｜
二

ほ
う
賞
、､－ノ

て
お
り
、
社
会
教
育
関
係
の
指
導
者
と

し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
高
萩
市

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
副
会
長
と
し
て

子
ど
も
会
の
育
成
に
献
身
的
に
努
力
さ

れ
た
。照
山
昭
一
さ
ん
（
副
歳
）

安
艮
川
型
（
商
業
）

多
年
に
わ
た
り
高
萩
地
区
交
通
安
全

協
会
理
事
、
交
通
少
年
団
長
、
民
間
交

通
指
導
隊
副
隊
長
と
し
て
交
通
安
全
運

動
の
推
進
に
活
躍
。
ま
た
自
転
車
商
業

協
同
組
合
長
、
自
転
車
安
全
教
室
指
導

員
と
し
て
自
転
車
の
無
料
点
検
や
自
転

車
の
正
し
い
乗
り
方
な
ど
児
童
、
生
徒

を
指
導
し
、
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
し

て
い
る
。

冨
岡
肇
さ
ん
（
邨
歳
）

高
浜
町
３
の
沼
の
１
（
会
社
員
）

昭
和
兜
年
６
月
に
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
高
萩
第
一
団
が
発
足
す
る
と
同
時

に
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
と
し
て
の

永
年
の
経
験
を
生
か
し
、
ボ
ー
イ
隊
の

副
長
と
し
て
就
任
し
、
余
暇
を
惜
し
ま

ず
隊
員
の
指
導
に
あ
た
り
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
活
動
の
振
興
を
通
じ
青
少
年
の

健
全
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

青
少
年
相
談
員
と
し
て
も
献
身
的
な
活

躍
を
し
て
い
る
。

高
萩
市
医
師
会

県
下
に
先
が
け
日
曜
当
番
医
制
を
自

主
的
に
発
足
さ
せ
る
と
共
に
無
医
地
区

診
療
、
へ
き
地
診
療
に
参
画
さ
れ
、
住

民
検
診
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
と
公
衆
衛
生
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
功
績
は
き
わ
め

、

て
大
き
い
。



(3） 市報たかはぎ 昭和53年12月

｛
、
ｂ
ｑ
ｑ
Ｅ
ｑ
ｑ
も
１
，
口
日
日
口
■
ｑ
町
■
ｑ
、
ｂ
ｎ
町
■
町
田
■
８
口
■
ｑ
Ｎ
Ｌ
ｑ
目
■
ｑ
ｈ
Ｈ
ｑ
ｑ
Ｅ
Ｑ
且
巴
日
、
ｂ
刊

一
受
章
お
め
で
と
う
一

、
、
ｌ
、
』
■
、
ｂ
１
Ｄ
ｑ
輿
、
ｑ
、
趣
！
ｂ
ｑ
、
ｂ
ｑ
、
ｂ
ｑ
、
ｂ
ｑ
、
ｂ
ｑ
、
ｂ
則
、
ｂ
ｑ
員
Ｄ
ｑ
、
、
ｑ
、
し

小
山
政
男
さ
ん
（
ｎ
歳
）
Ⅱ
上
手
綱

１
６
１
５
Ｉ
は
、
地
方
自
治
の
振
興
に

努
力
さ
れ
た
と
し
て
、
勲
五
等
瑞
宝
章

を
受
け
ま
し
た
。

小
山
さ
ん
は
、
昭
年
５
年
４
月
か
ら

松
原
税
務
出
張
所
に
勤
務
、
昭
和
“
年

５
月
ま
で
の
弱
年
余
の
永
き
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
税
務
行
政
の
振
興
に
献
身

勲
五
等
瑞
宝
章
に

2…

燕蕊厚
生
大
臣
か
ら
表
彰

下
君
田
に
こ
に
こ
ク
｜
フ
ブ

』 二

篝
小山政男さん

（上手綱）

「
多
年
に
わ
た
り
活
動
を
通
じ
て
老

人
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
」
ｌ

と
、
さ
る
ｎ
月
虹
日
京
都
で
下
君
田
に

こ
に
こ
ク
ラ
ブ
（
会
長
鈴
木
重
忠
会
員

蛇
名
）
が
厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。同
ク
ラ
ブ
は
、
ｎ
年
前
に
結
成
さ

れ
、
「
人
の
和
と
活
動
と
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
調
和
」
を
目
標
と
し
て
い
る
。

大
臣
表
彰
は
、
県
内
で
は
初
め
て
の
受

章
で
あ
る
。

「
受
章
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ク
ラ

ブ
だ
け
の
受
章
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

地
域
の
み
な
さ
ん
や
婦
人
会
の
方
々
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
ん
ど
の
受
章

的
に
尽
力
さ
れ
ま
し
だ
。

そ
の
間
、
皿
年
か
ら
配
年
に
か
け
て

の
地
方
自
治
制
度
の
改
革
に
あ
た
っ
て

は
、
管
内
市
町
村
の
指
導
に
全
力
を
傾

注
し
、
詔
年
哩
月
に
は
、
初
代
の
高
萩

地
方
出
納
室
長
に
な
り
会
計
事
務
の
適

正
化
に
努
め
た
。
ま
た
、
土
浦
支
庁
取
手
支
所
長
や
水

戸
支
庁
高
萩
支
所
長
を
経
て
諏
年
に

は
、
喝
市
町
村
を
管
轄
す
る
水
戸
県
税

事
務
所
長
に
抜
て
き
さ
れ
、
知
年
５
月

ま
で
の
２
年
余
の
間
、
納
税
貯
蓄
組
合

の
育
成
に
力
を
そ
そ
ぎ
、
管
内
２
７
９

組
合
で
あ
っ
た
も
の
を
“
組
合
の
増
加

を
は
か
り
自
主
納
税
の
確
立
に
努
力
さ

れ
た
。

ー

と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
鈴
木
会
長

は
言
う
。

事
業
も
多
く
薬
草
、
林
産
、
畜
産
班

な
ど
を
設
け
て
生
産
活
動
を
す
す
め
て

い
る
。
と
く
に
薬
草
は
、
会
員
の
健
康

管
理
を
は
か
る
た
め
、
豊
富
に
自
生
し

て
い
る
薬
草
の
種
類
、
用
法
を
研
究
し

北
海
道
か
ら
九
州
に
い
た
る
ま
で
送
り

届
け
て
い
る
と
い
う
。

「
シ
イ
タ
ケ
が
１
万
５
千
本
。
牛
が

繁
殖
牛
で
６
頭
飼
育
し
て
い
ま
す
。

各
班
に
分
け
て
担
当
者
も
き
め
て
い
ま

す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
き
め
て
活
動

し
て
い
る
。
嘔
月
哩
日
に
は
関
東
市
町

村
老
人
ク
ラ
ブ
研
究
会
が
訪
れ
る
の
で

そ
の
準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
。

為
Ｗ
民
登

鯵

遠
藤
光
静
さ
ん
Ⅱ
（
縄
歳
）
Ⅱ
赤
浜

１
０
６
Ⅱ
は
、
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献

さ
れ
た
と
し
て
、
藍
綬
褒
章
を
受
け
ま

し
た
。

↑
遠
藤
さ
ん
は
、
昭
和
型
年
か
ら
詔
年

に
か
け
農
繁
期
に
寺
の
境
内
を
利
用
し

季
節
託
児
所
を
開
設
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
泌
年
か
ら
自
費
投
入
資
金

を
基
本
と
し
民
間
福
祉
施
設
の
建
設
に

ふ
み
き
っ
た
。
野
年
１
月
原
因
不
明
の

藍
綬
褒
章
に遠藤光静さん

（赤浜）

出
火
に
よ
り
新
装
建
物
を
全
焼
し
た
が

借
財
を
も
っ
て
同
年
４
月
に
再
建
。
定

員
如
名
の
高
萩
臨
海
学
園
と
し
て
発
足

初
年
に
社
会
福
祉
法
人
高
萩
臨
海
学
園

を
設
置
し
、
法
人
経
営
と
な
り
、
妃
年

７
月
に
は
、
定
員
帥
名
の
同
仁
東
保
育

所
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
娼
年
に
は
、

日
立
乳
児
院
を
合
併
し
て
乳
児
の
養
育

に
も
着
手
す
る
な
ど
、
園
長
に
就
任
し

て
以
来
郡
年
間
施
設
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
幅
広
く
児
童
福
祉
と
地
域

の
福
祉
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

○
二
・
四
会
有
志
一
同１
０
，
０
０
０
円

○
松
本
基
さ
ん
１
０
，
０
０
０
円

○
時
崎
正
男
さ
ん卵
円
切
手
５
０
０
枚

岬
福
祉
の
た
め
に
Ⅱ

！○
高
浜
町
青
年
会
１
３
，
５
６
０
円

○
ヒ
タ
チ
会
（
ヒ
タ
チ
電
解
箔
）

２
３
，
２
１
４
円

Ⅱ
子
ど
も
会
育
成
の
た
め
に
Ⅱ

○
大
高
恋
さ
ん
Ⅱ
島
名

２
０
０
，
０
０
０
円

Ⅱ
青
少
年
の
た
め
に
Ｉ

○
高
萩
市
建
築
組
合

５
７
，
７
４
１
円

1
釜
呈
墨

あ
、
が
と
う

｝

洵
殉

難 1

1
ー

’

厩麗噸鬘鷲野

I

茨
城
県
第
６
回
花
と
ほ
う
き
の
環
境

美
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
次
の
団
体
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

○
モ
デ
ル
地
域
指
定

朝
日
子
ど
も
会
（
島
名
）

○
茨
城
新
聞
社
長
賞

松
岡
小
学
校

○
優
秀
賞仲
よ
し
子
ど
も
会
（
島
名
）

郷
土
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

○
感
謝
状
贈
呈
団
体

高
萩
明
る
い
街
づ
く
り
推
進
協
議

会
（
代
表
藤
井
実
さ
ん
）

朝
日
子
ど
も
会
が

モ
デ
ル
地
域
指
定
に

一
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蕊鰯議脅溌議鍵議蕊
小森さん

金、銀メダルを獲得

さる10月28.29日の2日間長野県で開催

された第14回全国身体障害者スポーツ大

会に、当市から小森正雄（31歳）さん＝

高戸＝が出場しましたが、みごと走巾跳

が1位、 100畑競走が2位で、金、銀メダ

ルを腱得しました。

±岳山やキャンプ場を清掃

さる10月8EI、君田中学校の全生徒(43

名)が、花貫渓谷の小滝沢キャンプ・場と、

土岳山頂上の清掃奉仕をしました。

清掃作業は、中戸川登山入1コと小滝沢

登山入口の二班に分れ土岳頂上をめざし

て登山。各自が持参したビニール袋にゴ

ミを一杯につめ込み下山しました。 また

キャンプ場の清掃も行われ、捨てられて

いたゴミは2トン車ダンプ°3台分でした。

竹のコップもつくったよ

さる11月3日、秋山小PTAでば、秋山

小学校校庭で竹細工や革工芸などの各種

コーナーを設けて「手づくりの広場」を

綴/～ 開催しました。

－ 会場には、約200人の親子づれが参加

竹細工師箕川哲之助さん＝安良川＝の指

導で竹コップや竹I､ンポなどを作って楽

しい1日を過ごしました。

11 1 1 1 1 1 1 ' 1 1 1 1 1 1 1 1Ⅲl i l l I l l l l l l IⅢI l l l l l l i l l l l l l l l l l I l il lⅡ' ' ' 1ⅢⅢ1 1Ⅲl l l l I1 1 1 Il l lll l l l Ii l l IⅢ''111 llil l l l l l l ll l ll l l lⅢi l I l l l l lIl l l l l l l l l ll l l ll l lⅡl l l l Il l l l l l lⅢ1 1 1 1 1 1Ⅱ

川
先
天
性
股
関
節
脱
臼

脱
臼
を
防
ぐ
に
は

川
今
回
は
赤
ち
や
ん
の
具
体
的
な
扱
い

Ⅲ
方
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ⅢⅢ
前
号
で
も
い
っ
た
よ
う
に
、
赤
ち
や

Ⅲ
ん
の
自
然
の
肢
位
（
膝
と
股
の
関
節
を

川
蛙
の
よ
う
に
曲
げ
て
拡
げ
て
い
る
形
）

川
を
妨
げ
ず
、
し
か
も
自
由
に
動
か
す
こ

川
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

Ⅲ
こ
の
よ
う
に
し
た
た
め
に
、
が
に
ま

Ⅲ
た
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ⅲ
《
上
手
な
と
り
扱
い
方
》

Ⅲ
次
の
よ
う
な
こ
と
を
生
後
第
１
日
目

Ⅱ
か
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ⅢⅡ
股
だ
け
の
お
む
つ
に
し
ま
す
。
巻
お

川
む
つ
や
聯
三
角
お
む
つ
で
両
足
を
し
め

。

|llllllllI''''''''''''''1llllll l l l l l l l l l

け
て
の
ば
さ
な
い
こ
と
。
お
む
つ
力

き かお（

鶴わるい

バ
ー
も
大
き
い
も
の
を
つ
け
ま
す
。

小
さ
い
ズ
ボ
ン
や
衣
服
は
避
け
ま
し
ょ

う
。
小
さ
い
も
の
は
股
の
と
こ
ろ
を
割

っ
て
改
良
し
て
も
ち
い
ま
し
ょ
う
。

胸陸
ロ画 仰

比
較
的
硬
い
敷
き
ぶ
と
ん
に
寝
か
せ

フ
ト
ン
は
硬
め
の
も
の
を

へ タ
ブ’

一

｜
』

（
）
し
《
い

奴

9づ、、

×わ勺い

おんぶやだっこはま
す
。
沈
み
こ
む
敷
ぶ
と
ん
や
、
せ
ま

い
カ
ゴ
の
よ
う
な
も
の
に
は
寝
か
せ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
、
最
近
で
は
、
お
む
つ
の

折
り
方
、
当
て
方
が
工
夫
さ
れ
、
ま
た

新
生
児
川
の
お
む
つ
カ
バ
ー
の
形
も
改

良
さ
れ
た
も
の
が
市
販
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
の
し
形
折
り
は
、
全
体

が
バ
イ
ヤ
ス
で
、
足
の
運
動
を
妨
げ
な

い
。
ま
た
、
吸
水
性
も
良
い
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん

に
対
し
て
上
手
な
と
り
あ
つ
か
い
方
を

し
っ
か
り
守
っ
て
い
け
ば
、
股
関
節
脱

臼
は
、
い
ち
じ
る
し
く
減
る
は
ず
で
す
。

た
と
え
３
か
月
の
と
き
に
発
見
さ
れ

て
も
程
度
の
軽
い
も
の
と
し
て
発
見
さ

れ
る
で
し
ょ
う
。

お
む
つ
の
お
り
方
と
あ
て
方
は
次
の

と
お
り
で
す
。 畦

か
だ
し
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北
方
郵
便
局
が
、
さ
る
ｎ
月
即
日
島

名
に
移
転
し
、
高
萩
島
名
郵
便
局
（
島

名
大
木
２
２
５
３
の
１
２
２
電
②
２
９

３
３
）
と
し
て
新
し
く
業
務
を
開
始
し

ま
し
た
。

北
方
郵
便
局
は
、
昭
和
嘔
年
に
開
始

さ
れ
、
粥
年
間
業
務
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
地
域
的
な
事
情
か
ら
移
転
準
備

が
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

島
名
に
郵
便
局
が
誕
生
ｑ

唖 牝､ 藤蕊溌争;;蕊壌 ；議譲『 鳶 蕊鍵藷] 蕊 竜蕊鍵

蕊撫
, 酌

蝋
H

閃

口
皿
可
繍
繍
釦
函
郡
聯
雛

蝉

灘
蕊

蕊……

篭
灘

螺
蛸 ‘
9 ｺ

騨蕊灘繍

』童溌篝篝蕊蕊驚 今錨騨
,託…

蕊鱸識蕪蕊

に
行
っ
て
で
、
そ
の
家
の
お
じ
よ
う
様
家
に
来
て
ん
だ
か
ら
、
嫁
さ
ま
の
家
に

と
仲
良
く
な
っ
て
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
泊
り
に
や
る
も
ん
だ
よ
。
」
っ
て
、
そ
の
輯
や
才
遭

ち
い
（
な
り
た
い
）
と
言
っ
て
も
、
そ
近
所
の
人
に
言
わ
れ
た
ん
だ
っ
て
。

凸

の
お
大
臣
様
の
お
じ
よ
う
様
と
い
つ
し
そ
ん
じ
、
言
わ
れ
た
か
ら
っ
て
、
泊

ｌ
ｌ

も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
決
し
て
家
へ
泊
り
行
っ
た
ん
で
す
と
。
そ
の
婿
さ
ん
が
ね
そ
う
し
っ
と
、
ほ
れ
、
ば
か
婿
さ
ま

下
男
と
お
じ
よ
う
様

に
や
ん
ね
ん
だ
っ
て
。
そ
ん
で
、

近
所
そ
し
た
ら
ば
、
道
歩
く
人
が
、
そ
の
だ
か
ら
、
何
ん
と
な
ぐ
自
分
の
嫁
さ
ん

上
君
田
豊
田
ハ
ッ
ノ

の
人
に
、
「
あ
の
う
、
嫁
さ
ん
も
ら
っ
山
い
も
掘
っ
て
つ
と
こ
、
通
っ
た
ん
で
の
考
え
ば
か
り
し
て
い
つ
か
ら
、
そ
の

お
大
臣
（
お
で
え
じ
ん
）
様
の
下
男
て
も
、
家
に
泊
り
に
や
ん
な
く
て
は
、
し
よ
う
。
「
と
ご
ろ
（
に
が
い
も
）
だ
か
、
山
い
も

に
行
っ
て
で
、
そ
の
家
の
お
じ
よ
う
様
家
に
来
て
ん
だ
か
ら
、
嫁
さ
ま
の
家
に
だ
か
、
掘
っ
て
み
ね
え
げ
わ
が
ん
ね
。
」

好評だった文化祭▲っ
し
ょ
に
な
っ
た
と
言
う
話
は
、
聞
い
ん
だ
か
ら
、
ぼ
さ
っ
と
し
つ
ち
や
っ
て
し
た
つ
け
。

だ

つ

け

。

何

に

も

、

仕

事

も

な

に

も

手

に

つ

か

れ

そ

う

し

つ
と
、
「
こ
の
と
こ
ろ
は
、
「
こ
の
昔
ぱ
な
し
は
、
話
者
の
こ
と

え
ん
で
す
と
。
何
と
言
う
と
こ
ろ
で
す
か
。
」
と
、
存
そ
ぱ
を
そ
の
ま
ま
書
き
起
し
た
も
の
で

ば
か
婿

で
、
あ
れ
で
も
し
や
あ
れ
え
か
ら
、
の
聞
い
た
ん
で
す
と
。

す
。
」

上
君
田
鈴
木
キ
ヨ
こ
の
と
こ
ろ
の
名
前
を
聞
い
た
わ
げ
高
萩
市
教
育
委
員
会
内
高
萩
の
民
話

「
山
か
ら
、
山
い
も
で
も
掘
っ
て
き
つ

む
か
し
の
ば
か
婿
が
、
そ
の
嫁
さ
ん
か
な
。
』
と
思
っ
て
、
山
い
も
掘
り
に
な
ん
で
し
ょ
う
。
調
査
編
集
委
員
会
（
電
③
１
１
３
１
）

た
び
鰹
ざ
の
伽

ら
つ
ち
や
ら
、
そ
の
娘
「
さ
く
は
な
」

心
卜
・
０
汀
以

可
刊
埠
『
０
口
し
‐
‐
し
Ｌ
【
届
一

，
ｒ
ｑ

『
０
．
ｑ

Ｉ
Ⅳ
』
三
”
ｒ
Ｕ
・
北
砧
〆
こ

ょ
に
な
ら
ん
に
え
ん
で
、
俳
句
詠
ま
せ

罠
』
や
き
弘
夢
っ
耐
“
釦

，
、
ノ
．
、
″
．
Ｊ
、
一
．
、
ノ

っ
て
名
前
で
、
そ
ん
で
え

「
高
い
と
こ
ろ
に
咲
く
花
で
も

散
り
て
落
ち
れ
ば
り
に
嫁
さ
ん
を
や
っ
た
ん
で
す
と
。
故

ご
み
と
そ
う
な
り
」
郷
へ
。

ご
み
ぞ
う
と
言
う
そ
の
下
男
と
、
い
そ
し
た
ら
ぱ
、
嫁
さ
ん
が
い
ね
え
も

高萩市文化祭は、 さる11月2日の菊花展

示を始めとして25日の総合展示が終るま

で、市民体育館、中央公民館、児童公園

などで開催されました。

総合展示会場（市民体育館）では、小

・中学生の書道なども展示され市民のみ

なさんに観賞されました。

ー
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《新生児》
輪形おむつ

両

砿 倒
③

／

手

せ L－－－ゴ
厩） 色

方形おむつ

| ’
諭
ｖ
語
り
岬
国
側

霞
思
⑤

繊
細

煎
当

お
む
つ
の
お
り
方
と
あ
て
方

鉢？郎撞いばうば|Wにおり
まげかならずおへそ

を出してあてる(そ

改良形おむつカバー

屯

士でのを改良

する場合は

’秤
11－7

喝

I
／

かならずおへそは

出してあてること

っ
て
、
そ
の
言
っ
た
ん
だ
っ
て
、
そ
の

婿
さ
ん
が
ね
。
そ
し
た
と
こ
ろ
が
、
「

こ
の
人
、
よ
ぐ
人
を
き
ょ
ぐ
る
（
ば
か

に
す
る
）
人
だ
な
。
」
っ
て
、
言
っ
た

ん
で
す
と
。
そ
し
た
ら
、
「
今
日
く
つ

か
、
明
日
き
っ
か
、
泊
り
に
行
っ
た
者

は
、
わ
か
ん
ね
え
。
」
っ
て
、
そ
の
嫁

さ
ん
の
気
に
ば
か
し
な
っ
て
ん
も
ん
だ

か
ら
、
そ
う
言
う
返
事
を
し
た
っ
て
言

う
話
を
ね
。
そ
う
ゆ
う
こ
と
を
言
い
ま

1月の日曜診療のお知らせ
診療時間は午前9時から午後4時まで

7日|福光医院 春日町(2)23141月

内田病院

十王医院

飯島医院

樋渡医院

大和町（2） 2137

十王町友部
（十王）3266

大和町（2） 2235

〃 14日

I
〃21日

〃28日

ト
ー
ド
用
‐
１
Ｎ
旧
巾
Ｂ
門
田
目大和町（2） 2202
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住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
鯰
懲
表
示
を
考
え
る
◆
②

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
建
物
に
番
号
を
つ
け
て
、
そ
の
番
号
に
す
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

よ
り
表
示
す
る
方
法
で
す
。
ん
。

新
し
い
住
居
表
示
制
度
の
基
で
あ
る

住
所
の
表
わ
し
方
に
は
、
「
街
区
方
○
道
路
方
式

こ
の
法
律
は
、
地
番
制
に
よ
る
住
所
の

表
わ
し
方
が
、
社
会
の
は
げ
し
い
う
つ
式
」
と
「
道
路
方
式
」
と
が
あ
り
ま
す
道
路
に
起
点
を
お
い
て
、
そ
の
点

り
か
わ
り
に
よ
り
不
便
で
役
に
立
た
な
神
で
癩
辨
郵
癖
錦
躁
評
姉
や
形
態
か
ら

か
ら
両
側
、
奇
数
、
偶
数
で
振
り
分

け
て
○
○
通
り
○
号
と
い
う
こ
と
に

く
な
っ
て
き
た
た
め
に
、
各
種
の
団
体

や
職
場
の
人
達
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
○
街
区
方
式
な
り
ま
す
．

町
の
区
域
を
公
道
、
鉄
道
、
河
川
街
区
方
式
と
道
路
方
式
の
違
い

っ
て
昭
和
諏
年
５
月
に
つ
く
ら
れ
た
も

な
ど
永
く
変
わ
ら
な
い
施
設
で
、
は
街
区
方
式
は
、
い
わ
ゆ
る
今
ま
で
の

の
で
す
。

っ
き
り
区
切
り
順
序
よ
く
街
区
符
号
町
名
が
残
り
ま
す
が
、
道
路
方
式
で
は

○
目
的
は

と
住
居
番
号
を
つ
け
、
こ
の
符
号
と
町
名
に
か
か
わ
ら
ず
道
路
に
基
準
を
お

住
所
の
表
わ
し
方
を
わ
か
り
や
す
い
く
も
の
で
す
。

番
号
で
住
居
を
表
わ
す
方
法
で
す
。

も
の
に
し
て
、
社
会
生
活
の
利
便
と
向

街
区
方
式
で
、
住
居
を
表
示
す
る
な
お
、
新
し
い
住
居
表
示
を
実
施
す

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

場
合
、
町
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
複
る
こ
と
に
決
ま
り
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

○
住
所
の
表
わ
し
方
雑
な
入
り
く
み
を
な
く
し
、
町
の
名
し
た
あ
と
は
、
市
民
に
限
ら
ず
、
す
べ

今
ま
で
使
っ
て
き
た
番
地
を
使
わ
ず
称
は
で
き
る
だ
け
簡
単
で
、
読
み
や
て
の
国
民
は
竃
こ
の
法
律
の
も
と
に
つ

’ ’鑿
⑭
｜
口
匝
一
，Ｉ

r住居番号 ’

|⑬⑫

□
に
国

⑩ ⑪I

不屈言~己F
｡

⑮
⑯
⑰
⑱
ん
。
（
次
号
に
つ
づ
く
）

8）

胡勘_画①街区番号

h得
⑦

⑥（
）

①⑤ ②(4) （3

訓 「
住く
居ら

番れ
号た
を町
使の
わ名
な称
け 、
れ街
ぱ区
な符
り号

ま及
せび

(街区方式）

図
の
中
心
に
あ
る
①
は
街
区
を
表
す

番
号
で
す
。
①
か
ら
⑯
ま
で
一
定
の
間

隔
で
住
居
表
示
の
基
準
に
な
る
番
号
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
右
す
み
の
家

は
①
と
⑬
の
両
方
に
面
し
て
い
ま
す
が

入
口
が
①
の
方
で
す
か
ら
番
号
は
１
と

な
り
ま
す
。
住
居
番
号
は
す
べ
て
基
準

に
な
る
番
号
に
面
し
た
道
路
や
入
口
に

よ
っ
て
つ
け
ら
れ
ま
す
。
③
の
と
こ
ろ

に
路
地
が
２
つ
あ
り
こ
の
路
地
内
の
家

が
③
の
部
分
を
出
入
口
に
し
て
い
る
と

き
は
全
部
８
に
な
り
ま
す
。

番
号
の
つ
け
方
の
一
例

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
身
の
ま
わ
り

に
は
、
交
通
戦
争
、
公
害
問
題
な
ど
、

多
く
の
難
問
を
か
か
え
て
い
る
。
知
的

活
動
の
発
展
で
、
文
明
を
生
み
出
し
て

は
い
る
が
、
「
精
神
的
な
も
の
」
の
影

を
う
す
く
し
て
し
ま
っ
た
。

見
た
眼
に
は
結
構
だ
が
、
何
か
が
か

け
て
い
る
。
個
々
の
人
間
と
離
れ
て
突

走
る
文
明
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
。

松
も
枯
れ
る

「
名
さ
え
高
萩
一
度
は
お
い
で
：
。
」

と
歌
の
文
句
に
も
あ
る
と
お
り
、
住
み

よ
い
わ
が
郷
土
で
は
あ
る
が
、
気
を
つ

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

高
萩
で
も
最
近
松
食
虫
の
被
害
で

枯
死
す
る
松
が
続
出
し
て
い
る
。

本
紙
前
号
で
も
と
り
上
げ
て
い
た
が

元
凶
は
外
材
に
附
着
し
て
輸
入
さ
れ
た

害
虫
と
い
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
と
い
わ
れ
、
５
月
ご
ろ
サ
ナ
ギ
か
ら

＜32＞

I

「
自
然
と
は
」
、

人
為
の
加
わ
ら
な
い

こ
と
の
一
言
に
尽
き

る
と
思
い
ま
す
。

か
っ
て
、
人
類
の

夢
と
し
か
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
、
宇
宙
飛

行
か
ら
の
遊
泳
、
月

着
陸
か
ら
火
星
へ
と

科
学
技
術
の
進
歩
は

す
ば
ら
し
い
。

科
学
技
術
の
進
歩
は
あ
れ
ど

成
虫
に
な
り
、
松
の
新
芽
を
喰
い
荒
す
。

す
る
と
、
こ
の
虫
の
体
に
附
着
し
て

い
る
マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
、
傷

口
か
ら
松
の
内
部
へ
侵
入
し
て
枯
死
さ

せ
て
し
ま
う
と
い
う
。

国
、
県
、
市
で
も
対
策
は
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。何
と
か
協
力
し
て
防
ぎ
た
い
も
の
で

あ
る
。
「
松
原
町
」
と
も
い
っ
て
い
た

こ
の
郷
土
に
、
緑
陰
を
捧
げ
な
け
れ
ば

大
自
然
に
対
し
て
申
し
訳
け
が
な
い
。

科
学
の
進
歩
だ
け
で
は
、
け
っ
し
て
、

住
み
よ
く
は
な
ら
な
い
と
、
し
み
じ
み

思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

安良川の衛生センター北西方に幹囲11班前後のアカマツが
40本ほど林をつくっている。そのうち10本余が枯れている
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来
年
１
月
妬
日
の
午
前
９
時
訓
分
か

ら
高
萩
市
中
央
公
民
館
で
「
第
溺
回
成

人
式
」
を
行
い
ま
す
。

今
回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
「
簡

素
化
運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け

さ
け
て
「
平
素
の
服
装
」
で
の
成
人
式

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成

人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

来
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、

昭
和
詔
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
弘
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

史
華

、９Ａ
ｎ
く
過
ｊ

騒
露
一
、

今
‐
す
法
一
一
一
田

測
州
坤
，
。

’

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
の
方
は
、

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
成

ど
な
た
で
も
利
用
を

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
電
⑧
１

人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
員
１
３
１
）
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

し
ま
す
。

、
。

来
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
人
は
、
県
北
教
育
事
務
所
管
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ｖ

昭
和
詔
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
弘
年
４
ア
ク
ラ
ブ
員
（
愛
称
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
）
な
お
、
ク
ラ
ブ
員
の
活
動
に
か
か
る

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。
の
登
録
者
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
経
費
は
、
要
請
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

鎌
倉
・
室
町
時
代
の
人
名
に
は
、
父

の
出
生
順
位
の
名
が
子
の
名
に
関
連
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
の
死
亡
者

に
、
「
浄
教
、
五
二
、
こ
ん
か
き
太
郎

四
郎
」
、
長
禄
五
年
（
一
四
六
一
）
の

死
亡
者
に
、
「
経
善
、
八
郎
太
郎
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
太
郎
四
郎
」

は
父
が
太
郎
で
、
そ
の
四
男
に
生
ま
れ

》

た
。

成
人
式
は
平
素
の
服
装
で
当
市
か
ら
催
大
翻
禰
光
さ
ん
晏

良
川
６
２
８
）
〔
薬
草
の
採
集
・
植
物

調
査
・
植
物
の
生
活
伝
承
〕
、
疋
田
稔

年
１
月
妬
日
の
午
前
９
時
訓
分
か
成
人
さ
れ
る
方
に
は
、
直
接
ハ
ガ
キ
さ
ん
（
高
萩
２
６
４
１
３
）
〔
薬
草
の

萩
市
中
央
公
民
館
で
「
第
溺
回
成
で
通
知
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
裁
培
と
利
用
法
・
健
康
増
進
経
験
談
・

」
を
行
い
ま
す
。
高
萩
市
出
身
者
で
、
帰
省
し
て
い
る
方
家
庭
指
圧
の
実
技
〕
の
２
名
の
参
加
が

回
も
、
県
下
一
体
と
な
っ
て
「
簡
ま
た
、
通
知
も
れ
の
あ
っ
た
成
人
該
当
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
員
は
要
請
に
よ
っ
て
学
級
、

運
動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
者
に
も
出
席
す
る
よ
う
お
さ
そ
い
願
い

教
室
、
講
座
な
ど
の
学
習
活
動
及
び
社

た
。
華
美
な
服
装
は
で
き
る
だ
け
ま
す
。
（
市
教
育
委
員
会
）

会
教
育
関
係
活
動
な
ど
の
指
導
を
担
当

戸
二
「
Ｚ
三
気
、
ジ
ロ
灰
士
乏
一
尽
一
、
ノ
群
ｖ
ぺ
１
１
唇
咄

た
の
で
、
太
郎
四
郎
と
よ
ば
れ
た
の
で

あ
る
。
「
八
郎
太
郎
」
は
、
父
が
八
郎

で
、
そ
の
長
男
に
生
ま
れ
た
の
で
八
郎

太
郎
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
文

正
元
年
（
一
四
六
六
）
「
経
蓮
、
関
本
、

十
郎
太
郎
．
九
廿
三
」
、
明
応
元
年
（

一
四
九
二
）
「
道
経
、
六
郎
二
郎
、
十

四
」
、
永
正
二
年
（
一
五
一
○
）
「

行
蓮
三
十
九
、
七
郎
三
郎
」
な
ど
の
ほ

か
に
、
過
去
帳
に
は
多
く
の
記
載
例
が

み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
十
番
目
の
男

の
子
は
十
郎
で
あ
る
が
、
十
一
番
目
は

「
与
一
」
、
十
二
番
目
は
「
与
二
」
、

十
三
番
目
は
「
与
三
」
と
よ
ば
れ
た
「

与
」
は
「
余
」
の
意
味
で
、
十
人
以
上

の
子
は
余
り
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
「

妙
授
、
正
十
六
、
を
の
、
与
一
太
郎
」
、

永
正
二
年
（
一
五
○
五
）
「
道
力
、
与

三
四
郎
」
、
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）

「
行
法
、
与
一
三
郎
」
と
あ
る
の
は
、
父

が
十
一
番
目
の
男
な
の
で
与
一
、
そ
の

長
男
が
与
一
太
郎
、
父
が
十
三
番
目
の

男
な
の
で
与
三
、
そ
の
四
男
が
与
三
四

郎
と
名
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
与
三
は
十
三
番
目

の
男
子
、
与
一
は
十
一
番
目
の
男
子
で

あ
る
。
男
子
だ
け
十
三
人
と
は
大
変
な

多
産
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
女
子
も

産
ん
だ
で
あ
ろ
う
か
ら
驚
く
ほ
ど
の
た

く
さ
ん
の
子
を
産
ん
で
の
で
あ
る
。
家

族
計
画
な
ど
は
、
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
母
体
も
そ
こ
な
わ

れ
、
と
て
も
長
生
き
は
で
き
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

○
前
納
報
奨
金
と
は

こ
れ
は
、
市
県
民
税
（
特
別
徴
収
金

を
除
く
）
と
固
定
資
産
税
を
納
期
前
に

前
納
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
報
償
金
が

で
る
制
度
で
す
。

報
奨
金
の
額
は
、
納
期
前
に
納
付
し

た
税
額
の
１
０
０
分
の
１
の
額
に
納
期

前
の
月
数
を
乗
じ
て
計
算
し
た
額
で
す

が
、
そ
の
額
が
３
万
円
を
超
え
る
と
き

は
３
万
円
を
限
度
と
し
て
交
付
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
預
金
口
座
振
替
で
納
税
が
で
き
ま
す

振
替
納
税
制
度
と
は
、
金
融
機
関
の

預
金
口
座
か
ら
振
替
払
込
に
よ
り
税
を

V
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豊崎 格

子

納
付
す
る
方
法
で
す
。
．

た
と
え
ば
、
電
気
料
、
電
話
料
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
な
ど
の
支
払
い
に

採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
方
法
で

簡
単
に
税
が
納
め
ら
れ
ま
す
。

当
市
で
は
、
昭
和
弱
年
度
か
ら
こ
の

制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お

勤
め
な
ど
で
不
便
を
感
じ
て
い
る
方
は

預
金
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

○
延
滞
金
と
は

各
市
税
の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
か

っ
た
場
合
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納

付
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
期
間
に
か
か
っ

て
く
る
お
金
で
す
。

そ
の
率
は
年
皿
・
６
％
で
す
が
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
ま
で
は
、
年

７
．
３
％
で
す
。

※○印は、市内からの参加者

たばこは市内で買いましょう 11月分のたばこ消費税 売上本数6,477,200本 税額7,967,440円

ｼ/ルバークラ罰ブ登録者名簿

(県北教育事務所管内）

指導できるもの

家庭教育のあり方
成人 学級
高齢者教育
青少年・身上相談など

氏 名

鈴木不可止、加藤富美、五来明
安武夫、農田勝雄

庶箸春吉、鴨志田一郎
武藤孝太郎

瀬谷与-－

磯野マサ

中村一郎
佐藤年夫

○疋田 稔

こ)大都直光

志賀武久

国分広治､甲高武雄 一
上久保義弘、皆川美義
石井フサノ

体力づくり・スポーツ

盆栽・家庭園芸
どものしつけ方

腹話術・竜話

の美容

書道・絵画など

短歌･文芸･ワラ細工

薬草の栽培と利用法
・健康増進経験談
・指圧の実技

・薬草の採集
・植物の調査
・植物の生活伝承

成人病・老人病の予防

郷土史など

農業、家畜の飼育など
民謡踊 り
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支所折返し～市民体育館

※参加資格はいずれも市内に居住または

市内の事業所、学校に通勤、通学してい

る方にあります。マラソンは、市外の方

は、オープン参加として認めます。

○詳しいことは市教育委員会社会教育課

（電(3)1131）へどうぞ。

お知らせ

（12月の納税）

国民年金
固定資産税．都市計画税（3期）

凍結による

水道メーター割れを防ごう

当市では、今年の1月末から寒波に見

舞われ、最低気温がマイナス7.6｡Cとな

り1月から3月までに、水道メーターの破

損が80件を数えました。

水道メーターは、市が皆さんの家庭に

お貸ししているものです。各家庭が防寒

対策をすることで円滑な給水ができます

ので細心の注意をお願いいたします。

防寒対策の方法としては、

1． メーターの両側にすきまのないよう

にし、 ブタをあけられるようにビニー

ーール袋に入れた布をあてます。

－2． メーターの上に検針の妨げにならな

いようにボックスと同じくらいのビニ

ール袋に入れた布をおきます。

※かならず布は、ビニール袋に入れてく

ださい。布だけでは、逆効果になります

市民のみなさんのご協力をお願いしま

す。 （市水道課）

ウインタースポーツの

シーズンです

○スケート教室

期日及び日程

第1次1月20日 50名募集

第2次2月3日 50名募集

場所 十王スケートリンク

参加費小・中学生 450円

高・一般 650円

申込受付12月25日～1月13日

○親子スキー教室・一般市民スキー教室

期日及び日程（出発は午後1時）

第1次1月27．28日（親子）

第2次2月10．11日・12B

（親子・市民）

場所福島市吾妻町高湯温泉

参加費親子スキー、親子で11,000円

市民スキー 1人13,000円

（2泊3日の場合、大人13,000円

小人10,000円）

申込受付12月25日～1月20日

○新春市民マラソン大会

とき 1月14日

午前10時スタート （小雨決行）

コース 10伽の部駅前～手綱工業団

地折返し～市民体育館

6．2伽の部駅前～農協松岡
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新入園児の健康診断
－ －－一－一一‐『

来春4月、市立幼稚園へ入園するお子

さんの健康診断を次の日程により、各幼

稚園で行います。

秋山幼稚園 12月溺日（火）

松岡幼稚園 12月20日（水）

第一幼稚園 ，2月盟日（木）
東幼稚園 12月22日（金）

時間はいずれも午後1時30分から

（教宣委員会学務課）

人権相談のお知らせ

と き 12月13日午前10時から午後

3時まで

ところ高萩市中央公民館

年末資金の申込みは早目に

年末にそなえて、中小企業のみなさん

のご利用をお待ちしております。

○融資額 1,200万円以内

○金利 年7．1％

○貸付期間運転資金5年以内

設備資金7年以内

※詳しいことは、国民金融公庫日立支店

（日立市幸町1－4－l三井生命日立ピル

内（電0294-24－2451)-)
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年末年始の

市役所の業務案内

12月29日から1月3日まで市役所は年

末年始の休みに入ります。

ただし、 この期間、午前8時30分から

午後5時まで死亡届に限り受け付けます

○し尿とゴミの収集は

12月30日で終了。 1月4日から開始

※し尿の汲み取りは、年末にすらりますと

V混雑が予想されますので、早めに業菅
へ直接お申し込承ください。
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